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要旨

本発表では，形態素解析器『MeCab』用の電子化辞書である短単位自動解析用辞書『UniDic』

（『解析用 UniDic』）のアペンドデータの公開について紹介を行う。『UniDic』は『MeCab』用

の辞書の配布という外部公開形式をとっているが，v2.2からその解析結果中に各短単位の ID

情報を出力するようになった。この情報を使えば，所外の研究者が自ら拡張した新たなカラム

の情報を『UniDic』短単位にひも付く形で配布することができ，研究者間での共有も可能にな

る。本発表では，短単位の ID情報について詳説し，それにひも付け，公開を行なっているア

ペンドデータ『UniDic非コアデータ』を紹介する。

1. はじめに

国立国語研究所（以下，国語研）では，『現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）』をは

じめ，さまざまなコーパス構築が行われている [Maekawa et al., 2014] [Maekawa et al., 2000]

[近藤, 2012] [Asahara et al., 2014]。国語研で整備されているコーパスの多くは，形態論情報付

きコーパスであり，短単位 [近藤, 2015]と呼ばれる独自に設定した斉一な言語単位に分かち書

きされ，各短単位に品詞や活用，発音やアクセントといった情報が付与されている。コーパス

の構築時に重要な点の一つとして，アノテーションの斉一性の確保がある。分かち書きの粒度

をそろえるだけでなく，各短単位に付与されている形態論情報もコーパス全体を通して一貫し

ていない（例 コーパス中の異なる位置に出現した同一の短単位に対して，活用など，一部の

情報を異なって付与されている）と，ユーザが実際に検索用途でコーパスを利用する際など，

検索漏れが生じ得る。そのため国語研では短単位の一覧をデータベース上で一元管理する仕組

みを用いてアノテーションの統制を行なっている。このデータベースが『電子化辞書 UniDic

（UniDicDB）』である [伝ら, 2007][岡, 2019]。UniDicDBは所内のコーパスデータベースと参

照関係にあり，コーパスデータベース中の短単位は，UniDicDBに登録されており，UniDicDB

中の一意のエントリを参照する（リンク付けられている）状態になっている（図 1）。こうした

コーパスと辞書を統合したシステム運営の利点として，先に挙げた斉一性の確保だけでなく，

∗

言語資源活用ワークショップ2019発表論文集

185 2019年9月2日– 4日



図 1 UniDicDB とコーパスデータベースのリンク関係。コーパス中の同一短単位は UniDicDB 中の一
意のエントリを参照する状態となっている。

現時点の UniDicDBに存在しない情報（項目）が，新たに UniDicDBへ追加されると，その情

報がデータベース間のリンクでコーパス全体へ瞬時に反映（新項目の追加）できる。

例えば [Kono et al., 2015][鴻野知暁ら, 2014]では，日本語歴史コーパス [近藤, 2012]構築の

際に各短単位の使用されていた（いる）期間の視点と終点を表す情報として「自至情報」を新

たな項目として追加している。この情報を使えば，指定期間にのみ使用された語彙を UiDicDB

から抽出できるだけでなく，各時代別にコーパス中の短単位はそれぞれどのくらいの期間使用

され続けていたか？といった調査を行うこともできる。

[Kondo et al., 2018]は UniDicDB中の短単位と分類語彙表（WLSP）[国立国語研究所, 2004]

の番号との対応表（wlsp2unidic）を公開している(1)。UniDicの所外公開方式は，形態素解析器

MeCab[Kudo et al., 2004]用の解析用辞書（解析用UniDic（UniDic for Morphological Analyzer:

UniDicMA））(2)であり，ライセンスはフリーライセンス（GPL/LGPL/BSD）となっている。こ

れに対し，分類語彙表はクリエイティブコモンズライセンス（CC BY-NC-SA 3.0）で公開さ

れている(3)。そのため wlsp2unidicは分類語彙表の番号付きの UniDicMAを公開するのではな

く，各短単位の UniDicDB上での識別 ID(4)と分類語彙表番号との対応表を別途クリエイティ

ブコモンズライセンスで公開することを採用している。これはつまり，国語研所外の研究者で

あっても，[Kondo et al., 2018]と同様，UniDicMAを拡張するためのデータを自由に作り，各

自の方法で公開できることを示唆している。

そこで本稿では，その先導的試みとして公開した UniDicMAの拡張データ『UniDic非コア
データ』を紹介する（図 2）。「非コア」データというフレーズには、UniDicの短単位形態論情

報が，専門家によって人手で厳密に付与されているのに対し，「専門家の手作業を介さず、非

専門家の手によって作成されたものであり、公式のデータではない」という意図が込めてあ

(1) https://github.com/masayu-a/wlsp2unidic
(2) https://unidic.ninjal.ac.jp/
(3) https://github.com/masayu-a/wlsp
(4) ここでは語彙素 ID（lemma id）。
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図 2 UniDic 非コアデータ公開ページ（https://teru-oka-1933.github.io/unidic non core/）。GitHub 上に
て，フリーライセンス（Apache 2.0）で公開を行なっている。

る。意味合いは少々異なるが，BCCWJの「非コアデータ」のような言葉の使い方だと思って

ほしい。実際，今回紹介するデータはいずれもクラウドソーシングを利用して作成したデータ

である。クラウドソーシングは，ウェブ上の不特定多数の作業者たちに，なにかしら作業を分

散・並行して依頼できる仕組みであり，大規模なアンケート調査やアノテーション作業も数百

～千人の規模で，数日のうちに完了することができる。反面，ワーカーの大多数は言語の専門

家でなく，辞書整備に携わったこともない。中には作業意図を無視する悪質な作業者も存在す

る。そのため辞書項目の質的保証の観点から，そのデータを直接 UniDicDBに追加することは

できない。しかし，クラウドソーシングを使って作成したデータであることを明記した上で，

[Kondo et al., 2018]のような対応表を別途公開する分には問題なく，それを利用するか否かは

UniDicMAの各ユーザの判断にゆだねられる。公開しているデータは，2019年 8月現在，全 3

種であり，次節で UniDicDB上での短単位一意識別 IDについて解説した後，それぞれのデー

タについて紹介していく。

2. 語彙表 IDと語彙素 ID

UniDicMAに ver.2.2.0から，新たな素性(5)として，語彙表 ID（lid）と語彙素 ID（lemma id）
が追加された。これらは UniDicDBの中で各短単位を一意識別している IDで，

• 語彙表 ID： UniDic DB中の各エントリ（短単位）を一意識別するための ID（主キー）

• 語彙素 ID： UniDic DB中の各語彙素（語彙素-語彙素細分類，語彙素読み，語彙素類）

を一意識別するための ID

となっており，基本的には UniDicMAのバージョンが上がっても変化しない情報である。

これら 2種類の IDはもちろん，適当につけられたものでなく，UniDicの階層的見出し構造

[岡, 2019]を反映したものとなっている。例えば，

(5) 出力カラムのこと。MeCab用語。
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図 3 「百」の語彙素 ID（10進表記と 2進表記）

図 4 書字形出現形「百」の発音形出現形「ヒャク」「ビャク」「ヒャッ」「ビャッ」の語彙表 ID（10進
表記）

図 5 書字形出現形「百」の発音形出現形「ヒャク」「ビャク」「ヒャッ」「ビャッ」それぞれの語彙表 ID
（2進表記）

• 語彙素-語彙素細分類: 百

• 語彙素読み：ヒャク
• 語彙素類：数

という “語彙素”の語彙素 IDは「31678」である。この 10進数を 2進数（0と 1の bit列）に

変換すると，図 3のようになる。

次にこの語彙素にぶら下がる書字形出現形「百」の発音形出現形「ヒャク」「ビャク」「ヒャッ」

「ビャッ」の語彙表 IDを見ていく。10進表記のままでは図 4のようになるが，これらも語彙

素 IDと同じく 2進数に変換してみると，図 5のようになる。

2進表記を上下で見比べてみると，頭の 15桁（15bit）はどれも同じで，しかもこれらの語

彙素 IDと同じ 0と 1の列となっている。つまり，語彙表 IDを 2進数に変換した bit列中，先

頭のこの部分は，語彙素 IDを表している。

実は語彙素 IDも語彙表 IDも UniDicMAの出力の上では 10進数で表示されているものの，

その本質は 2進数に変換した長い 0と 1の bit列のほうにある。bit列の各部は図 6のような

意味を持っている。
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図 6 百の語彙表 ID（2進表記）詳細

これをみると，4つの発音形出現形で異なっているのは語頭変化形 IDと語末変化形 IDの部

分だけである。語頭が濁音化している「ビャク」と「ビャッ」では，語頭変化形 IDが「0010」

だが，そうでない清音の「ヒャク」と「ヒャッ」は「0001」となっている。また語末が促音に

なっている「ヒャッ」と「ビャッ」の語末変化形 IDは「0010」だが，そうでない「ヒャク」

と「ビャク」は「0010」である。「百」は名詞のため，語末変化の扱いが語末変化形で扱われて

いるが，動詞や形容詞など活用のある短単位の場合，最後の 9bitの活用形 IDで語末変化の区

別が行われる。

少し専門的な話になるが，これはすなわち次のことを意味している。

• 当該短単位の語彙表 IDを左に 33bitシフトすることで，その語形基本形 IDが得られる

（当該短単位の語形基本形への変換・まとめ上げが可能）

• 当該短単位の語彙表 IDを左に 38bitシフトすることで，その語彙素 IDが得られる（当

該短単位の語彙素への変換・まとめ上げが可能）

語彙表 IDの設定に関しては，実際には上で説明した以上に細かな仕様がある。詳しく知り

たい方は文献 [小木曽ら, 2014][小木曽ら, 2011]で確認してほしい。

3. UniDic非コアデータ（2019年 8月現在）

本節では，前述した短単位の ID情報にひも付ける形で UniDicMAを拡張するためのデータ

『UniDic非コアデータ』の紹介を行う。2019年 8月現在公開しているデータは，

• 内部に原言語からの省略形を含むカタカナ語彙素のリスト 2017 02

• 複数（2つ）の短単位に分割可能な複合語のリスト 2019 03

• 関連語リスト 2019 03

の 3種であり，それぞれ以下のような内容となっている。

3.1 内部に原言語からの省略形を含むカタカナ語彙素のリスト 2017 02

パトカー =パト（patrol）カー（car）のように，原言語からの省略形を内部に含むカタカナ短

単位語彙素のリストである（図 7）。リスト中の記法を使うと，パトカーの「パト」は「patorol」

の省略形であるため「abbr」，対して，パトカーの「カー」は「car」からの省略は起きていない

ので，「!abbr」マークが付けられている。公開している各ファイルの内容は以下の通り。
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図 7 abbreviation 80 2017 02.tsvの先頭部分。

1) abbr src 2017 02.zip（展開→ abbr src 2017 02.tsv）

クラウドソーシングを使い，原言語からの省略が起きているかどうかアンケート調査し

た結果の rawデータ（非識別加工済み）。1行が 1ユーザの一問一答となっており，ク

ラウドソーシングで使用した質問テンプレートも含むため，少々サイズの大きいファイ

ルとなっている。そのため，zip圧縮形式で公開している。

2) abbr inter 2017 02.tsvの先頭部分。

1)のデータから不要な部分を除き，閲覧しやすく加工したもの（図 8）。

3) abbr aggregaton 2017 02.tsv

1)2)のデータは 1行が１ユーザの一問一答であるので，それを集計した結果（図 9）。

例えば，abbr:80，!abbr:20の場合，その語彙素の当該箇所が原言語からの省略形である

とみなしたユーザが 80 人，そうではないとみなしたユーザが 20 人いたことを表して

いる。

4）abbreviation ○○ 2017 02.tsv

3)の集計結果から，abbrの値が abbr+!abbr中の○○％以上になった箇所で原言語から

の省略が起きているとみなし，改めて値なしの abbrマークだけを付与しなおし（○○％

未満の場合!abbrマークだけ），付与しなおした中で，abbrマークを含む行だけを列挙し

たファイル（図 7）。

3.2 複数（2つ）の短単位に分割可能な複合語のリスト 2019 03

短単位は 1最小単位，もしくは複数の最小単位の結合からなる単位である（最小単位と短単

位の関係については [岡, 2019]を参照）。そのため 1短単位であっても複数の最小単位の結合

からなっている場合，その最小単位それぞれが別個の短単位として UniDicDBに登録されてい

ることがある。
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図 8 abbr inter 2017 02.tsvの先頭部分。

図 9 abbr aggregation 2017 02.tsvの先頭部分。

例：（）は語彙素 ID

　走り過ぎる（90675）　→　走る（29712）　過ぎる（19108）

　夢見る（38909）　→　夢（38906）　見る（36920）

本データは，上のような複数短単位に分割可能な短単位語彙素のうち，“2短単位”に分割可

能なものを自動形態素解析によって候補に挙げ，クラウドソーシングを使ってその分割が正し

いか否かを選別したリストである（図 10）。このデータを使うことで，現状のコーパスでは単

純に「走る」でコーパスを短単位検索しても「走り過ぎる」が検索から漏れるといった問題が

解決できる。公開している各ファイルの内容は以下の通り。

1) cons src 2019 03.zip（展開→ cons src 2019 03.tsv）

自動形態素解析によって 2 短単位に分割した短単位を，分割の確信度に基づき並び替

え， 上位のもの（確信度が高い分割）を抜き出し，その分割が正しいか否かクラウド

ソーシングを使ってアンケート調査した結果の rawデータ（非識別加工済み）。1行が 1

ユーザの一問一答となっており，クラウドソーシングで使用した質問テンプレートも含

むため，少々サイズの大きいファイルとなっている。そのため，zip圧縮形式で公開し

ている。
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図 10 cons all 2019 03.tsvの先頭部分。

2) cons all 2019 03.tsv

1) のデータに対し，クラウドソーシングの品質評価手法（Multi-class 版の GLAD：

[Whitehill et al., 2009]の多クラス拡張）を適用し，各分割に行われた人手の判定に確率

で確信度（0.0～1.0）を与えたもの（図 10）。

3) constituent ○.○ 2019 03.tsvの先頭部分。

2)の集計結果から，確信度が○.○以上の分割の行だけを列挙したファイル。

3.3 関連語リスト 2019 03

同義や，類義，包含など，意味的に近しい関係を持つ（と思われる）字面の近しい短単位語

彙素ペアのリストである（図 11）。

例：（）は語彙素 ID

　アレンジメント-arrangement（1285）　アレンジ-arrange（1284）

　読み聞かせる（174056）　読み聞かす（191472）

　笑い声（41331）　笑う（41336）

公開している各ファイルの内容は以下の通り。

1) ref src 2019 03.zip（展開→ ref src 2019 03.tsv）

次のような短単位のペアをランダムに取り出し，取り出したペアが “似たような意味を

持つか否か？”クラウドソーシングを使ってアンケート調査した結果の rawデータ（非

識別加工済み）。

– 片方の短単位がもう片方の短単位と全前方完全一致する
– 2つの短単位の先頭文字列が一致する

– 2つの短単位間の編集距離が近い

1 行が 1 ユーザの一問一答となっており，クラウドソーシングで使用した質問テンプ

レートも含むため，少々サイズの大きいファイルとなっている。そのため，zip圧縮形
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図 11 ref all 2019 03.tsvの先頭部分。

式で公開している。

2) ref all 2019 03.tsv

1) のデータに対し，クラウドソーシングの品質評価手法（Multi-class 版の GLAD：

[Whitehill et al., 2009]の多クラス拡張）を適用し，各ペアに行われた人手の判定に確率

で確信度（0.0～1.0）を与えたもの（図 11）。

3) reference ○.○ 2019 03.tsv

2)の集計結果から，確信度が○.○以上のペアの行だけを列挙したファイル。

4. おわりに

本稿では，国語研が所外に向けて公開している電子化辞書 UniDicMA の拡張データについ

て述べた。UniDic 非コアデータと名付けたこのデータは，UniDicDB 上で各短単位が保持し

ている一意識別のための IDを利用し，それにひもづける形で UniDicMAへ新規項目の追加を

実現するものである。この公開形式であれば，所外の研究者であっても UniDicへ新規情報を

追加し，その情報を自由に研究者間で共有することができる。その先導的試みとして，UniDic

非コアデータは GitHub上でフリーライセンス（Apache 2.0）での公開とした。本発表により，

これまでそれぞれの研究者が独自に拡張を行なっていた UniDicデータが盛んに共有されてい

くこと，もしくはこれから新たに UniDicデータ作ろうする動きが活発になることを期待する。
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